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学習指導要領の構造化を進める
に当たっての諸論点



第二回で議論された方向性

各教科等の「中核的な概念・方略」を中心に、
学習指導要領の一層の構造化を図ることが必要
⇒「知識及び技能」、「思考力、判断力、表現力等」

それぞれに応じた構造化を図るため、「中核的な概
念・方略」の具体について検討を進めるべき。

検討を深めるべき論点②
前回改訂で位置づけられた各教科等の特質に応じた
「見方・考え方」と、今回新たに整理する各教科等の「
中核的な概念・方略」、また個別の「知識及び技能」
「思考力、判断力、表現力等」の関係性をどのように
整理すれば、学校現場の授業づくりを支える上でシン
プルで分かりやすいものとなるか。

検討を深めるべき論点①
各教科等の「内容」に記載のある「知識及び技能」
「思考力、判断力、表現力等」については、構造化の
方向性が確認されたが、主に「目標」に記載されている
「学びに向かう力、人間性等」については、資質・能力
の柱の重要な一つとして明確化を図るべき点はないか。

本日の議論の前提

知識及び技能 思考力・判断力・表現力等

個別の知識や技能

教科の主要な概念の深い理解

相互に関連付けられる

＜生きて働く＞

個別の感じ方や考え方等に応じて、
他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力・判断力・表現力等

複雑な課題の解決

総合的に働かせる

＜未知の状況にも対応できる＞

知識・技能を活用しながら未知の場面でも課題を解決できる

「タテ」の関係

「ヨコ」の関係
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検討を深めるべき論点①

学びに向かう力、人間性等
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現行学習指導要領の理念と構造

「社会に開かれた教育課程」の実現

よりよい学校教育を通じてよりよい社会を創るという目標を共有し、
社会と連携･協働しながら、未来の創り手となるために必要な知識や力を育む

学びを人生や社会に生かそうとする

学びに向かう力、人間性等の涵養

生きて働く

知識及び技能の習得

未知の状況にも対応できる

思考力、判断力、表現力等の育
成

新しい時代に必要となる資質･能力の育成と、学習評価の充実

主体的･対話的で深い学び（「アクティブ・ラーニング」）

の視点からの学習過程の改善

新しい時代に必要となる資質･能力を踏まえた教科･科目

等の新設や目標･内容の見直し

各学校における｢カリキュラム･マネジメント｣の実現

新しい時代に求められる資質･能力の育成を図るための学習過
程の質的改善

小学校の外国語
教育の教科化

何ができるようになるか

何を学ぶか どのように学ぶか

各教科等で育む資質･能力を明確化
し、目標や内容を構造的に示す

高校の新科目
「公共」の新設

他の二つの柱をどのような方向で働かせてい
くかを決定付けるもの
（主体的に学習に取り組む態度や、

持続可能な社会づくりに向けた態度、
感性・人間性等を含む）
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OECD平均 0.01
日本(34/37位) -0.68

上記８項目を指標化して比較すると
※OECD加盟国37か国の平均値が0.0、標準偏差が1.0となるよう標準化されており、値が大きいほど、自律
学習に対する自己効力感（自信）が高い。
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再び休校になった場合、自律的に学ぶ自信がない生徒が多い

８．自分でオンラインの学習リソース

を探す

７．学校の勉強をするやる気を出す

６．自分の学習の進み具合を評価する

５．言われなくても学校の勉強に

じっくり取り組む

４．自分で学校の勉強をする予定を

立てる

３．自力で学校の勉強をこなす

２．学習管理システム又は学校学習

プラットフォームを使用する

１．ビデオ会議システムを使う

とても自信がある 自信がある あまり自信がない 自信がない

【出典】OECD生徒の学習到達度調査
PISA2022のポイントより作成

PISA2022
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「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの
学習活動に取り組んでいますか」という質問に対して、「当てはまる」は増加傾向だが、未だ３～４割。

【出典】令和６年度全国学力・学習状況調査報告書（質問紙調査）Ｐ．３５
正確な質問は「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」

小学校 中学校

36.6％ 33.8%

児童の 生徒の

自分で課題を立てて情報を集めたり発表する学習の状況

R6全国学調

５



41.8 

29.4 

42.3 

32.7 

24.2 

23.6 

10.8 

45.6 

50.9 

35.7 

43.4 

47.4 

39.3 

40.7 

フランス

ドイツ

アメリカ

イギリス

韓国

スウェーデン

日本

うまくいくかわからないことにも意欲的に取り組む割合が諸外国より低い

出典：我が国と諸外国の若

者の意識に関する調査 （平
成30年度）（令和元年6
月 内閣府）
※各国満 13 歳から満 29 

歳までの男女が対象

そう思う どちらかといえばそう思う
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失敗を恐れる生徒が多い

PISA2018

出典：OECD PISA 2018質問紙調査
「失敗しそうなとき、他の人が自分のことをどう思うかが気になる」

「その通りだ」「全くその通りだ」 ７
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全くしていない

全くしていない

全くしていない

全くしていない

全くしていない

全くしていない

小学校・国語

中学校・国語
問題の概要 出題の趣旨 正答率 無回答率

参加者の誰がどのようなことについて発
言するとよいかと、そのように考えた理
由を書く（R３）

話合いの話題や方向を捉えて、話す内
容を考える 57.5％ 3.3％

農林水産省のウェブページにある資料
の一部から必要な情報を引用し、意
見文の下書きにスマート農業の効果を
書き加える（R４）

自分の考えが伝わる文章になるように、
根拠を明確にして書く

46.5％ 8.8％

問題の概要 出題の趣旨 正答率 無回答率

「ごみ拾い」か「花植え」かのどちらかを
選んで、 でどのように話
すかを書く（R４）

互いの立場や意図を明確にしながら計
画的に話し合い、自分の考えをまとめる 47.8% 3.0％

【川村さんの文章】の空欄に学校の米
作りの問題点と解決方法を書く（R
５）

図表やグラフなどを用いて、自分の考え
が伝わるように書き表し方を工夫するこ
とができるかどうかをみる

26.8％ 7.0％

資料を読み、運動と食事の両方につい
て分かったことをもとに、自分ができそう
なことをまとめて書く（R５）

文章を読んで理解したことに基づいて、
自分の考えをまとめることができるかどう
かをみる

56.4％ 8.4%

「自分の考え」を書くことが苦手

出典：R3～R5 全国学力・学習状況調査

全国学力・学習状況調査では、自分の考えをまとめたり書いたりする問題の正答率に課題が見られる。
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出展：パーソル総合研究所「グローバル就業実態・成長意識調査（2022年）」

3.2%
3.6%
5.4%
5.6%

9.5%
13.4%
14.5%
15.7%

18.8%
19.3%
20.1%
20.6%
21.2%
22.6%
24.1%

28.1%
28.6%

52.6%

インド
ベトナム

インドネシア
フィリピン

マレーシア
タイ

台湾
アメリカ

香港
韓国

シンガポール
中国
ドイツ

フランス
イギリス

スウェーデン
オーストラリア

日本

社会人になってからも自己研鑽・自己啓発を行わない人の割合が高い
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社会に対する若者の意識が諸外国に比べて低い

出典：日本財団 「１８歳意識調査」 報告書 より作成

2022 日本 韓国 イギリス アメリカ インド 中国

50.5%

34.2%

67.3%

79.8%

62.6% 66.3%
74.9%

②政治や選挙、社会問題について家族や友人と議論することがある

日本 諸外国

2022 日本 韓国 イギリス インド アメリカ 中国

日本は、上昇しているが

諸外国よりは低い

42.1%

53.5%

73.9%
82.7%

64.6% 68.0%
75.6% 上昇

日本は、上昇しているが

諸外国よりは低い

2019 2022 日本 イギリス 韓国 アメリカ インド 中国

18.3%

45.8%

26.9%

65.6%

83.7%

56.1%
60.8%

80.6%

約２.５倍

日本は、ここ５年で上昇

しかし、諸外国よりは低い

③自分の行動で国や社会を変えられると思う

2019 2022 日本 韓国 イギリスアメリカ 中国 インド

④将来の夢を持っている

60.1% 60.1%59.6%

84.7% 88.4%

73.5%
82.0%

88.2%
横ばい

日本は、横ばい

諸外国よりは低い

2024 2024

2024

日本 諸外国 日本 諸外国

日本 諸外国

上昇

2024

①政治や選挙、社会問題について、自分の考えを持っている
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6%

13%

14%

18%

20%

24%

25%

26%

26%

32%

33%

23%

日本

ヨーロッパ

中東/北アフリカ

東アジア

サハラ以南のアフリカ

旧ソ連圏のユーラシア

オーストラリア/ニュージーランド

東南アジア

南アジア

ラテンアメリカ

米国/カナダ

世界

東アジア

6%

6%

12%

13%

19%

41%

日本

香港

台湾

韓国

中国

モンゴル

日本企業の従業員エンゲージメントは、世界最低水準

（注） 「従業員エンゲージメント」は、従業員が自らの仕事や職場にどれだけ関与し、熱意を持っているかを表す指標。「職場で自分の意見が尊重されている」「会社のミッションや目的が、
自分の仕事を重要に感じさせてくれる」などの１２項目からなる回答から、GALLUP社独自の判定基準に基づきエンゲージメントの有無を判定。

（出所）GALLUP “State of the Global Workplace 2024”を基に文部科学省作成。

世界全体
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「学びに向かう力，人間性等」の資質・能力としての位置づけ
⚫ 児童が「どのように社会や世界と関わり、よりよい人生を送るか」

に関わる「学びに向かう力、人間性等」は、他の二つの柱（知
識及び技能、思考力、判断力、表現力等）をどのような方向
で働かせていくかを決定付けるものと整理されている。

⚫ その要素は多岐にわたるが、概ね以下のように整理できる。

①主体的に学習に取り組む態度、メタ認知等
主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力、自己の感
情や行動を統制する力、よりよい生活や人間関係を自主的に形成
する態度 など

②協働する力、持続可能な社会づくり、感性・人間性等
多様性を尊重する態度や互いのよさを生かして協働する力、持続可
能な社会づくりに向けた態度、リーダーシップやチームワーク、感性、優
しさや思いやりなど

小学校国語
言葉がもつよさを認識するとともに、言語感覚を養い、国語の大切さを自覚し、国語を尊重して
その能力の向上を図る態度を養う。

中学校理科
自然の事物・現象に進んで関わり、科学的に探究しようとする態度を養う。

中学校音楽
音楽活動の楽しさを体験することを通して、音楽を愛好する心情を育むとともに、音楽に対する

感性を豊かにし、音楽に親しんでいく態度を養い、豊かな情操を培う。

高等学校数学
数学のよさを認識し積極的に数学を活用しようとする態度、粘り強く考え数学的論拠に基づい
て判断しようとする態度、問題解決の過程を振り返って考察を深めたり、評価・改善したりしよう

とする態度や創造性の基礎を養う。

各
教
科
の
「
目
標
」
で
の
記
述
（
例
）

「学びに向かう力、人間性等」に係る現状と主な課題
【顕在化している課題】【学習指導要領上の位置づけ】

１．学びに向かう力等の育成は道半ば
⚫ 左記①については、我が国の児童生徒は、

✓ 自律的に学ぶ自信がある子供、
✓ 自分で課題を立て探究に取り組む子供
✓ うまくいくか分からないことに意欲的に取り組む子供
✓ 自分の考えを持つ子や夢を持つ子供
の割合が低い。 ※日本企業の従業員のワークエンゲージメントが低いとのデータもある

⚫ 左記②については、
✓ 社会参画の意識は向上傾向だが、依然として他国

と比べて弱い
✓ 自己有用感が低い

⚫ 変化の激しい時代において、自身の思いや願い・意志を実
現し、自身の人生を主体的に舵取りしていく力が求められ
ている中、全体として「学びに向かう力、人間性等」を涵養
できる学校教育の実現は道半ば。

２．育成を目指す資質・能力の具体が理解しにくい
⚫ 「学びに向かう力、人間性等」として、多岐にわたる要素が列

挙されているが、全体像が分かりにくい。近年注目されているウ
ェルビーイングやエージェンシーとの関係も整理が必要。

⚫ 「学びに向かう力、人間性等」に対応した学習評価の観点とし
て「主体的に学習に取り組む態度」を設定したが、当該観点
の２側面である「粘り強さ」「自己調整」に矮小化されて「学び
に向かう力、人間性等」が理解されているとの指摘がある。

⚫ 上記１．の我が国の児童生徒の課題を踏まえて、学校現場
の実践に繋がる分かりやすい構造的な再整理を行う必要。

※学習評価自体の在り方については別途検討

こうした視点で学習指導要領等を見てみると
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構造的な整理の方針案

⚫ 「学びに向かう力、人間性等」については、その他の２つの柱
（「知識及び技能」「思考力、判断力、表現力等」）と併せ
て授業改善に一定の成果を上げている。

⚫ このため、 「学びに向かう力、人間性等」を基本的な概念とし
ては存置しつつ、主要な要素や要素間の関係を構造化して
分かりやすく提示してはどうか。

⚫ その際、各種調査から我が国の子供たちの課題と考えられる「
まず考えてみること、行動してみること」等を「学びに向かう力、
人間性等」の起点と位置づけ、以下４つの要素の関係として
整理することの適否を検討してはどうか。（別紙イメージ）

• 初発の思考や行動を起こす力・好奇心
• 学びの主体的な調整
• 他者との対話や協働
• 学びを方向付ける人間性

⚫ その上で、
✓ 再整理した「学びに向かう力、人間性等」と、
✓ 既に検討した 「知識及び技能」及び「思考力、判断力

、表現力等」に応じた「中核的な概念・方略」
を併せて、各教科等の目標について、各教科等の特性も踏
まえながら改善していくこととしてはどうか。

【構造的な整理を検討する上での参考】
⚫ 変化が激しい時代において、主体的に自らの人生を舵取り

していくためには、思考や行動の終点がひとつに定まっていな
いような課題や状況に対して、培った資質・能力を活用して
初発の思考や行動を起こしていくことが必要ではないか。この
ことは一人一人の個性的な人生形成の基礎となるのではな
いか。

※参考資料①-4 溝上慎一委員「インサイドアウト思考」

⚫ また、初発の思考や行動がひとりよがりなものとなったり、意味
のあるまとまりを失ったりしないよう、他者との関わりや自己の
メタ認知等を働かせていく中でそうした思考や行動を修正（
自己調整）し、それらを往還しながら、よりよい学びやその先
にある豊かな人生・よりよい社会に向かっていくことが重要とな
り、このことはより高い水準での主体性を育むことに繋がるの
ではないか。

※参考資料①-5 OECD Learning Compass 2030
（エージェンシーと共同エージェンシー）

※参考資料①-6 溝上慎一委員「主体的な学習スペクトラム」
※参考資料①-7 石井英真委員「主体性のタキソノミー」

⚫ こうした初発の思考や行動を自ら起こし、他者との関わりやメ
タ認知により思考や行動を修正していくといったことを往還す
る学びのプロセスは、教科等の基本的な概念を深く理解し
身体化（記号接地）したり、創造的な考えを生み出したり
する上で重要ではないか。

※参考資料①-8 今井むつみ委員「アブダクション推論とメタ認知」
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学
び
に
向
か
う
力
、
人
間
性
の
高
ま
り

学びに向かう力、人間性等の今後の整理イメージ（素案）

小学校学習指導要領総則解説（抜粋）

児童が「どのように社会や世界と関わり，よ
りよい人生を送るか」に関わる「学びに向かう
力，人間性等」は，他の二つの柱をどのよう
な方向性で働かせていくかを決定付ける重要
な要素である。

（中略）
児童一人一人がよりよい社会や幸福な人

生を切り拓いていくためには，主体的に学習
に取り組む態度も含めた学びに向かう力や，
自己の感情や行動を統制する力，よりよい
生活や人間関係を自主的に形成する態度
等が必要となる。これらは，自分の思考や行
動を主体的に学習に取り組む態度も含めた
学び客観的に把握し認識する，いわゆる「メ
タ認知」に関わる力を含むものである。こうした
力は，社会や生活の中で児童が様々な困
難に直面する可能性を低くしたり，直面した
困難への対処方法を見いだしたりできるように
することにつながる重要な力である。

また，多様性を尊重する態度や互いのよさ
を生かして協働する力，持続可能な社会づ
くりに向けた態度，リーダーシップやチームワー
ク，感性，優しさや思いやりなどの人間性等
に関するものも幅広く含まれる。

【現行の整理】 【今後の整理イメージ（素案）】

変化が激しい不確実な社会の中で、学びを通じて自分の人生を舵取りし、
社会の中で多様な他者とともに生きる力を育む

【別紙】

14

教師の指導を含む他者からのフ
ィードバック、書籍等との対話、
多様な他者との協働・共感や
対立の乗り越え等を通じて学び
を支える態度

他者との対話や協働

学びを方向付ける人間性

各教科等で育成された知識及
び技能、思考力、判断力、表
現力等を土台として、初発的な

思考や行動を起こす力

初発の思考や行動を
起こす力・好奇心

学びの主体的な調整
自分の思考や行動を客観的
に把握し認識（メタ認知）し
ながら学習を自己調整し、思
考や行動を修正したり次の思
考や行動に繋げたりする力

※創造性等と関連

※民主主義、共生、持続可能な社会、環
境、個人・社会のウェルビーイング、アイデン
ティティ、 エージェンシー 等と関連

思考や行動を自身の豊かな人生や
より良い社会に向けていく人間性



２の⑴から⑶までに掲げる事項の実現を図り，豊かな創造性を備え持続可能な社会の創り手となることが期待される児童に，生きる力を育むこと
を目指すに当たっては，学校教育全体並びに各教科，道徳科，外国語活動，総合的な学習の時間及び特別活動（以下「各教科等」という。ただし，
第２の３の⑵のア及びウにおいて，特別活動については学級活動（学校給食に係るものを除く。）に限る。）の指導を通してどのような資質・能力の
育成を目指すのかを明確にしながら，教育活動の充実を図るものとする。その際，児童の発達の段階や特性等を踏まえつつ，次に掲げることが偏り
なく実現できるようにするものとする。
⑴ 知識及び技能が習得されるようにすること。
⑵ 思考力，判断力，表現力等を育成すること。
⑶ 学びに向かう力，人間性等を涵養すること

③ 学びに向かう力，人間性等を涵養すること
児童が「どのように社会や世界と関わり，よりよい人生を送るか」に関わる「学びに向かう力，人間性等」は，他の二つの柱をどのような方向性で
働かせていくかを決定付ける重要な要素である。児童の情意や態度等に関わるものであることから，他の二つの柱以上に，児童や学校，地域の実
態を踏まえて指導のねらいを設定していくことが重要となる。
我が国の学校教育の特徴として，各教科等の指導を含めて学校の教育活動の全体を通して情意や態度等に関わる資質・能力を育んできたこと
を挙げることができる。例えば，国語を尊重する態度（国語科），自然を愛する心情（理科），音楽を愛好する心情（音楽科），家庭生活を大切にする
心情（家庭科）など，各教科等においてどういった態度を育むかということを意図して指導が行われ，それぞれ豊かな実践が重ねられている。
児童一人一人がよりよい社会や幸福な人生を切り拓いていくためには，主体的に学習に取り組む態度も含めた学びに向かう力や，自己の感情
や行動を統制する力，よりよい生活や人間関係を自主的に形成する態度等が必要となる。これらは，自分の思考や行動を客観的に把握し認識する
，いわゆる「メタ認知」に関わる力を含むものである。こうした力は，社会や生活の中で児童が様々な困難に直面する可能性を低くしたり，直面した
困難への対処方法を見いだしたりできるようにすることにつながる重要な力である。また，多様性を尊重する態度や互いのよさを生かして協働する
力，持続可能な社会づくりに向けた態度，リーダーシップやチームワーク，感性，優しさや思いやりなどの人間性等に関するものも幅広く含まれる。
こうした情意や態度等を育んでいくためには，前述のような我が国の学校教育の豊かな実践を生かし，体験活動を含めて，社会や世界との関わ
りの中で，学んだことの意義を実感できるような学習活動を充実させていくことが重要となる。教育課程の編成及び実施に当たっては，第１章総則
第４に示す児童の発達の支援に関する事項も踏まえながら，学習の場でもあり生活の場でもある学校において，児童一人一人がその可能性を発
揮することができるよう，教育活動の充実を図っていくことが必要である。
なお，学校教育法第30条第２項に規定される「主体的に学習に取り組む態度」や，第１章総則第１の２(1) が示す「多様な人々と協働」すること
などは，「学びに向かう力，人間性等」に含まれる。資質・能力の三つの柱は，確かな学力のみならず，知・徳・体にわたる「生きる力」全体を捉えて
整理していることから，より幅広い内容を示すものとなっているところである。

【参考資料①ー１】

学習指導要領における学びに向かう力、人間性等に関連する記載

小学校学習指導要領（第１章第１の３）（p18）

小学校学習指導要領解説総則編（p38）
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【参考資料①ー２】

深刻さを増す少子化・高齢化、協調・競争と分断・対立により混迷の度を増すグローバル情勢、
気候変動に伴う自然災害の激甚化、生成 AI などデジタル技術の発展といった大きな変化があ
いまって、社会や経済の先行きに対する不確実性がこれまでになく高まっています。これからの我
が国を担う子供たちは、激しい変化が止まることのない時代を生きることになります。

「人生 100 年時代」の到来や労働市場の流動性の高まり、マルチステージの人生モデルへの
転換により、生涯にわたって主体的に学び続け、自らの人生を舵取りする力を身に付けることの
重要性が増しています。国外に出て行く機会も増える一方、日本社会の内なるグローバル化が
進展し、デジタル化の負の側面等が顕在化する中、社会の分断の芽を指摘する声もあります。異
なる価値観を持つ多様な他者と、当事者意識を持って対話を行い、問題を発見・解決できる、「
持続可能な社会の創り手」を育てる必要性がこれまで以上に高まっていると考えられます。

生成 AI などデジタル技術の発展は、変化に伴う困難や負担を個人や社会に強いる だけでは
なく、多様な個人の思いや願い、意志を具現化し得るチャンスを生み出している側面もあります。
生産年齢人口が急減する中、テクノロジーを含むあらゆる資源を総動員して、全ての子供が多様
で豊かな可能性を開花できるようにすることが、我が国の未来のために不可欠です。

また、芸術やスポーツを通じた豊かな心身の育成を含め、多様な個人が幸せや生きがいを感じ
ると同時に、地域や社会全体でも幸せや豊かさを享受できるよう、教育を通じて、調和と協調を
重視する日本社会に根差したウェルビーイングの向上を図ることが必要です。

「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」（令和６年12月25日）
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各教科における学習評価の基本構造（特に主体的に学習に取り組む態度）

⚫ 資質・能力の３つの柱に基づいた目標や内容の再整理を
踏まえ、「知識及び技能」、「思考・判断・表現」、「主体的
に学習に取り組む態度」の３観点に整理。

⚫ 感性や思いやり等、観点別学習状況の評価にはなじまない
部分については、個人内評価等を通じて見取ることとした。

【参考資料①ー３】

知識・
技能

感性, 思いやりなど
思考・
判断・
表現

主体的に学習に
取り組む態度

観点別評価

総括

個人内評価評 定

観点別評価 観点別評価

⚫ 「学びに向かう力、人間性等」の資質・能力の柱に対応した
評価観点である「主体的に学習に取り組む態度」は、

①知識及び技能を獲得したり，思考力，判断力，表現力
等を身に付けたりすることに向けた粘り強い取組の中で，

②自らの学習を調整しようとしているかどうか

という視点から評価することとしている。

１．学習評価の基本構造 ２．「主体的に学習に取り組む態度」の評価の考え方
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人生や社会といった解のない問に向き合うための認知の過程について（インサイドアウト思考）

（出典）溝上慎一「インサイドアウト思考 創造的な思考から個性的な学習・ライフの構築へ」

• 溝上慎一氏は、終点がある程度見定められたところで推し進められる思考様式「アウトサイドイン思考」に対して、終点が
一つに定まらない中で進められる思考を「インサイドアウト思考」と定義している。

• 「インサイドアウト思考」 は「原初的な創造的思考」の特徴を持ち、一般の人びとが日常で普通に行う思考であり、個性的
な学習やライフを構築していく基礎となると指摘している。

「出力された情報、あるいは情報処理の途中であってもそこまで推し進められた情報（情報処理の終点）にポジショニングをして、
起点から終点に至るプロセスを問題とする思考様式である」と定義

溝上慎一「インサイドアウト思考 創造的な思考から個性的な学習・ライフの構築へ」

（初発プロセス）起点

インサイドアウト思考

情報の入力

ポジショニング

情報処理プロセス

終点
情報の出力

（初発プロセス）起点

アウトサイドイン思考

情報の入力
ポジショニング

情報処理プロセス

終点
情報の出力

入力された情報（情報処理の起点）にポジショニングをして、そこからある情報を生み出す情報処理の初発プロセスを問題する思考様式で
ある」と定義
• どこに向かっているか、どのような情報を出力するかはわからない中で進められるものである
• インサイドアウト思考は終点としての結果が見えない中でなされるものであることから、それによって作り出された考えは、ゆるやかに「新しい考

え」であるとみなすことができる。～（中略）それは「創造的思考（creative thinking）」の概念に接近する。インサイドアウト思考は思
考論の原点であるのみならず、思考論それ自体の持つ原初的な創造的思考の特徴を併せ持つものといえることにもなる

• 原初的な創造的思考の特徴をインサイドアウト思考に付与する理由の一つは、～（中略）一般の人びとが日常で普通に行う思考として
捉えたい

「インサイドアウト思考（inside-out thinking） 」

「アウトサイドイン思考（outside-in thinking）」

【参考資料①ー4】
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※：OECD Future of Education and Skills 2030プロジェクトにおいて作成された、教育の未来に向けての望ましい未来像を描いた、進化し続ける学習の枠組みを指す

• OECDのラーニング・コンパス※では、自分の人生と周りの世界に対して良い影響を与えることのできる能力等である「生徒エージェン
シー」と、それを社会的な文脈の中で学び、育み、発揮する「共同エージェンシー」を中心的な概念として示す

• これらのエージェンシーを発揮し、自らの可能性を発揮できる方向に進むためには、「カリキュラム全体を通して学習するために必要と
なる基礎的な知識、スキル、態度及び価値」といったコンピテンシー育成のための中核的な基盤や、「より良い未来の創造に向けた
変革を起こすコンピテンシー」を備える必要があるとされている

生徒エージェンシー

共同エージェンシー

社会的な文脈の中でエージェンシーを
学び、育み、発揮すること

より良い未来の創造に向けた
変革を起こすコンピテンシー

複雑性や不確実性に適応し
より良い未来を創造できるよう

にするためのコンピテンシー

Co-agency

自分の人生と周りの世界に対して
良い影響を与えることのできる能力

、意思、信念

Student agency

Transformative
competencies

価値

態度

Values

Attitudes

知識

Knowledge

スキル

Skills

行動

振り返り

見通し

ラーニングコンパスの
中心的な概念

コンピテンシー育成
のための

中核的な基盤

より良い未来の創造に向けた
変革を起こすコンピテンシー
育成のための反復的な

学習サイクル

Action

Reflection

Anticipation

諸外国の育成を目指す資質・能力における「態度や諸価値・非認知的能力」の位置づけ【参考資料①ー5】
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主体的な学習のスペクトラムについて

• 溝上慎一氏は、「主体的な学習（ agentic learning ）」を「行為者（主体）が課題（客体）にすすんで働きかけて取りくまれ
る学習のこと」と定義した上で、その性質を「課題依存型の主体的学習」、「自己調整型の主体的学習」、「人生型の主体的学習」
の３つに分類する（「主体的な学習スペクトラム」）

• 学習課題に促され主体的が発動される学習から、自身の学習目標や学習方略を使用する主体的学習、中長期的な目標達成や
アイデンティティ形成・ウェルビーイングを目指した学習へと深まっていくことが示されている

溝上慎一「アクティブラーニング型授業の基本形と生徒の身体性」

即自的

対自的

主
体
的
な
学
習
の
深
ま
り

人生型の主体的学習

自己調整型の主体的学習

課題依存型の主体的学習

• 中長期的な人生の目標達成、アイデンティティ形成、ウェルビーイングを目指し
て課題に取り組む

• 学習目標や学習方略、メタ認知を用いるなどして、自身を方向付けたり調整
したりして課題に取り組む

• 興味・関心をもって課題に取り組む
• 書く、話す、発表する等の活動を通して課題に取り組む

「主体的な学習スペクトラム」

【参考資料①ー６】

（出典）溝上慎一「学習とパーソナリティ」 20



【参考資料①ー７】

主体性の目標分類（タキソノミー）について
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創造的に思考し、知識を記号接地していくためのアブダクション推論とメタ認知の過程について

（出典）今井むつみ「学力喪失ーー認知科学による回復への道筋」より作成

• 今井むつみ氏は、結論が一義的にきまる、必ず正しい答えが得られる推論ではなく、結論の分からない事柄について、異なる分野の
知識を組み合わせたり、比喩や推論を用いて新たな知識を創造する推論を「アブダクション推論」と定義している。

• アブダクション推論と、認知・情報処理機能、メタ認知がそれぞれ互いを支え合い、循環的に成長することで、創造的で質の高い思考
が可能になる。また、３者の循環的成長により、抽象的な概念を適切に外界の対象や事例に紐づけるだけでなく、事例間の本質的
な共通性をすくい取った抽象化を自らの推論で行うことができるようになる。この「記号接地」の過程の中で、抽象的な概念が身体の
一部になり、「生きた知識」を形成することができる。

今井むつみ「学力喪失ーー認知科学による回復への道筋」

演繹推論のように結論が一義的にきまる、必ず正しい答えが
得られる推論ではなく、異なる分野の知識を組み合わせたり、
比喩や推論を用いて新たな知識を創造する推論

• 私たち人間が乳幼児のときから行っている推論で、ことばの習得
や概念の習得には必須のもの

• 知識を拡張・創造するものであるが誤りも犯し、誤ったスキーマ※

を形成する原因にもなる

意識的なもので、自分の思考がうまくいっているかどうかや結果を、意識的に、そして自分
から少し離れた客観的な視点で評価する

• 自分の思考の過程を他者視点で振り返ることのできる批判的思考につながっている
• 「文脈に合わせて柔軟に視点を変える能力」とも深く関係している

アブダクション推論

「メタ認知」

人間的に「創造的に質の高い思考をする」とは質の高いアブダクションをしながら、つねに推論をリアルタイムで制御すると
同時に、結果をモニターし、誤りを修正するサイクルを伴う思考をすることを指す

推論をリアルタイムで制御する認知処理能力

• 情報処理の負荷に負けないよう思考を制御する
• 注意の抑制や必要に応じた切り替えを実行する

認知・情報処理機能

リアルタイムで制御

結果をモニターし誤りを修正しつつ、
アブダクション推論の精度を高める

【参考資料①ー８】
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例：前回この方法で図形の面積をうまく求められたのだから、
今回少しパターンが違うけど同じ方法でうまくいくのではないか

例：情報処理の負荷が高い複雑な図形の問題に対して、不要な情報に注意を向け
ない、補助線を引く、段階を追って考えるなど、負荷を下げる方略を適用する

不完全な推論

例：推論や思考の結果が適切であったか、もっとうまい方法はなかったか、振り返って考える。



検討を深めるべき論点②

「見方・考え方」
「中核的な概念・方略」
「資質・能力」の関係
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⚫ 前回改訂では、「社会に開かれた教育課程」を理念に掲げ、これ
からの社会で生きていくための資質・能力を身に付けるための学び
の過程として「主体的・対話的で深い学び」を提起。

⚫ 一方、 「主体的・対話的で深い学び」だけでは以下の懸念。
① 各教科等の深い学びの具体的な姿がイメージしにくい
② 各教科等の学びにより、人生や社会との関わりがどう豊か

になるのかイメージしにくい

⚫ 資質・能力と教科等の学びを架橋するため、「見方・考え方」を提
起し、各教科等の目標の一部として位置づけ。（詳細は解説で
記載）

⚫ 上記①②に対応し２つの側面で説明されてきており、授業改善に
一定の成果。

「見方・考え方」の現在の位置づけ

１．当初の役割を十分に果たせていない

⚫ 見方・考え方は各教科等の目標の一部になっているが、そ
の具体は、解説を読まないと分からない。

⚫ 教科等によっては解説の記載が複雑かつ抽象的で分かり
にくい（「見方・考え方」が① 「各教科等の学びの深まり」
と② 「各教科等を学ぶ本質的な意義の中核」という２つ
の側面を有していることも影響）

２．「中核的な概念・方略」との整理が必要
⚫ 第２回～３回の特別部会では、各教科等の「中核的

な概念・方略」の視点から
（１）個別の知識及び技能が相互に関連づけられた「教

科の主要な概念の深い理解」
（２）個別の思考力、判断力、表現力を総合的に働か

せた「複雑な課題の解決」
を抽出し、一層の構造化を図ることとした。

⚫ この方針で進める場合、「見方・考え方」（とりわけ側面
①各教科等の学びの深まり）との重複感が出る

【定義】どのような視点で物事を捉え、どのような考え方で思考していくのかと
いうその教科等ならではの物事を捉える視点や考え方

側面① 各教科等の学びの深まりを示す
教科の特質に応じた「見方・考え方」を働かせることで深い学びが実現され
、よりよく資質・能力を育成でき、資質・能力の育成により「見方・考え方」
が一層豊かになる

側面② 各教科等を学ぶ本質的な意義の中核を示す
学びを通じてどのような教科等固有の世の中を見る視点や考え方が身につ
くのかを示すことにより、教科等を学ぶ本質的な意義を明らかにし、学びを
よりよい社会や幸福な人生に繋げていく役割がある

⚫ 「見方・考え方」の側面①「各教科等の学びの深まり」は、
「中核的な概念・方略」による資質・能力の構造化によって
一層具体的に示し、

⚫ 「見方・考え方」自体は、側面②「各教科等を学ぶ本質的
な意義の中核」に焦点化してより端的に示していく

こととしてはどうか。

課題と方向性（案）
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（１）「見方・考え方」が提起された背景のイメージ

【参考資料②-1-1】

資質・能力

よりよい社会
幸福な人生

主体的・対話的で
深い学び

学ぶ過程

学びの成果

学びの意義
課題①
各教科等の学びの深まりのイメージ

課題②
各教科等を学ぶ意義のイメージ

見方・
考え方

見方・
考え方

資質・能力だけでは、各教科等の学びの
深まりの具体的な姿（学習対象の捉え
方やアプローチ方法）がイメージしにくい。

各教科等の資質・能力が身につくと、どの
ような世の中を見る視点や考え方が育ち、
よりよい社会や幸福な人生に繋げていける
のかがイメージしにくい。
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見方・
考え方

見方・
考え方

知識及び技能

思考力、判断力、表現力等

学びに向かう力、人間性等

資質・能力

側面①
教科等の学びの過程で
見方・考え方を働かせる
⇒各教科等の学びの深まり

側面②
教科等の学びで鍛えられた見方・考え方
でよりよい社会や豊かな人生に繋げる
⇒各教科等を学ぶ本質的な意義の中核

深
い
学
び

豊
か
に
な
る

（２）現在の「見方・考え方」と「資質・能力」の関係イメージ

【参考資料②-1-2】
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【参考資料②-１-3】

目標

（教科名）の見方・考え方を働かせ～
以下の資質・能力を育成することを目指す。

内容

知・技 思・判・表 学・人

知・技

思・判・表

②本質的意義①学びの深まり

見方・考え方からだけで
は学びの深まりの具体
のイメージが難しい

二つの側面が入り混じってい
るため教科の本質的な意義
が捉えにくい

長すぎて本則に書けず、解
説を読まないと分からない

（３）現行の学習指導要領での扱い方
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目標

◯◯という（教科名）の見方・考え方を働かせ～
以下の資質・能力を育成することを目指す。

知・技 思・判・表 学・人

内容

知・技 思・判・表

教科の主要な概念の
深い理解（仮）

複雑な課題の解決
（仮）

改善イメージ（素案）
②本質的意義

①学びの深まり

教科の本質的な意
義に焦点化して端的
に示すことで教科を学
ぶ本質的な意義を分
かりやすく本則上で示
すことができる

学びの深まりは中
核的な概念等に
よる構造化の中
で、内容に即して
具体的に示す

今後の見方・考え方の役割の改善イメージ（素案）

資質・能力

よりよい社会
幸福な人生

主体的・対話的で
深い学び

学ぶ過程

学びの成果

学びの意義

学習指導要領の内容の構
造化で、学びの深まりを一
層具体的に示す

各教科等を学ぶ本質的な意
義の中核
各教科等の資質・能力が身
につくと、どのような世の中を見
る視点や考え方が育ち、よりよ
い社会や幸福な人生に繋げ
ていけるのかを示す

各教科等の学びの深まり

中核的
な概念

等

見方・
考え方

【参考資料②-1-4】

(ex.）関数を使えば未知の状
況を予測できる

(ex.)二つの数量の変化・対
応関係を見出し、式やグ
ラフを用いて考察する

（ex.）現実の事象を数式でモデル化
し、未知の状況を予測して、
具体的な解決策を選択する

(ex.)比例・反比例の理解、一
次方程式の解き方

(ex.) 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目し

て捉え、論理的、統合的・発展的に考える
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特に，各教科等において身に付けた知識及び技能を活用したり，思考力，判断力，表現力等や学びに向
かう力，人間性等を発揮させたりして，学習の対象となる物事を捉え思考することにより，各教科等の特質に
応じた物事を捉える視点や考え方（以下「見方・考え方」という。）が鍛えられていくことに留意し，児童が各
教科等の特質に応じた見方・考え方を働かせながら，知識を相互に関連付けてより深く理解したり，情報を
精査して考えを形成したり，問題を見いだして解決策を考えたり，思いや考えを基に創造したりすることに向
かう過程を重視した学習の充実を図ること。

【参考資料②ー２】

小学校学習指導要領（第１章第3の1）（p22）

小学校学習指導要領解説総則編（p4）

③ 「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進
（中略）深い学びの鍵として「見方・考え方」を働かせることが重要になること。各教科等の「見方・考え方
」は，「どのような視点で物事を捉え，どのような考え方で思考していくのか」というその教科等ならではの物
事を捉える視点や考え方である。各教科等を学ぶ本質的な意義の中核をなすものであり，教科等の学習と
社会をつなぐものであることから，児童生徒が学習や人生において「見方・考え方」を自在に働かせること
ができるようにすることにこそ，教師の専門性が発揮されることが求められること。
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各教科等の特質に応じた見方・考え方（中学校の例）
※中学校学習指導要領（平成29年告示）解説 ＜抄＞

言葉による見方・考え方
対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高
めること。

社会的事象の地理的な見
方・考え方

社会的事象を、位置や空間的な広がりに着目して捉え、地域の環境条件や地域間の結び付きなどの地域という枠組みの中で、
人間の営みと関連付けること。

社会的事象の歴史的な見
方・考え方

社会的事象を、時期、推移などに着目して捉え、類似や差異などを明確にしたり、事象同士を因果関係などで関連付けたりす
ること。

現代社会の見方・考え方
社会的事象を、政治、法、経済などに関わる多様な視点（概念や理論など）に着目して捉え、よりよい社会の構築に向けて、
課題解決のための選択・判断に資する概念や理論などと関連付けること。

数学的な見方・考え方 事象を、数量や図形及びそれらの関係などに着目して捉え、論理的、統合的・発展的に考えること。

理科の見方・考え方
自然の事物・現象を、質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの科学的な視点で捉え、比較したり、関係付けたりする
などの科学的に探究する方法を用いて考えること。

音楽的な見方・考え方
音楽に対する感性を働かせ、音や音楽を、音楽を形づくっている要素とその働きの視点で捉え、自己のイメージや感情、生活
や社会、伝統や文化などと関連付けること。

造形的な見方・考え方 感性や想像力を働かせ、対象や事象を、造形的な視点で捉え、自分としての意味や価値をつくりだすこと。

体育の見方・考え方
運動やスポーツを、その価値や特性に着目して、楽しさや喜びとともに体力の向上に果たす役割の視点から捉え、自己の適性
等に応じた『する・みる・支える・知る』の多様な関わり方と関連付けること。

保健の見方・考え方
個人及び社会生活における課題や情報を、健康や安全に関する原則や概念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や生活の質
の向上、健康を支える環境づくりと関連付けること。

技術の見方・考え方
生活や社会における事象を、技術との関わりの視点で捉え、社会からの要求、安全性、環境負荷や経済性等に着目して技術を
最適化すること。

生活の営みに係る見方・考
え方

家族や家庭、衣食住、消費や環境などに係る生活事象を、協力・協働、健康・快適・安全、生活文化の継承・創造、持続可能
な社会の構築等の視点で捉え、よりよい生活を営むために工夫すること。

外国語によるコミュニケー
ションにおける見方・考え
方

外国語で表現し伝え合うため、外国語やその背景にある文化を、社会や世界、他者との関わりに着目して捉え、コミュニケー
ションを行う目的や場面・状況等に応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、再構築すること。

探究的な見方・考え方
各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、広範な事象を多様な角度から俯瞰して捉え、実社会や実生活の文脈や自
己の生き方と関連付けて問い続けること。

集団や社会の形成者として
の見方・考え方

各教科等における見方・考え方を総合的に活用して、集団や社会における問題を捉え、よりよい人間関係の形成、よりよい集
団生活の構築や社会への参画及び自己の実現と関連付けること。

【参考資料②ー3】
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学習指導要領の改善事項に関して、学校での教育課程や学習指導の改善に与えた効果

◆ 「主体的・対話的で深い学びの視点を示したこと」や「目標・内容を資質・能力の三つの柱で整理し示したこと」について、約９割が効果的だった
と回答し、学習指導要領に示す理念は、学校における教育課程や学習指導の改善等に良い効果を与えたとの回答が多くみられる。

今回の学習指導要領の改善事項に関して、あなたの学校での教育課程や学習指導の改善に与えた効果

【出典】国立教育政策研究所「令和４年度小学校学習指導要領実施状況調査(学校質問)」
「令和５年度中学校学習指導要領実施状況調査(学校質問)」

【参考資料②ー４】
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＜「タテ」の関係と「ヨコ」の関係のイメージ＞

知識及び技能 思考力、判断力、表現力等

個別の知識や技能
(ex.）

教科の主要な概念の深い理解

（ex.）関数を使えば未知の状況を予測できる

相互に関連付けられる

＜生きて働く＞

個別の感じ方や考え方等に応じて、
他の学習や生活の場面でも活用できる

個別の思考力、判断力、表現力等

(ex.) ・二つの数量の変化・対応関係を見出し、式やグラフを用い
て考察する

・現実の事象にある二つの数量の関係を関数と仮定して処
理したりその結果に基づいて判断する

複雑な課題の解決
（ex.）現実の事象を数式でモデル化し、未知の状況を

予測して、具体的な解決策を選択する

総合的に働かせる

＜未知の状況にも対応できる＞

知識及び技能を活用しながら未知の場面でも課題を解決できる

【参考資料②ー５】

※（ex.）は例示のイメージ

・比例・反比例の理解
・一次方程式の解き方
・二元一次方程式を関数としてみなせることの理解
・現実の事象を関数でモデル化できることの理解
・二次関数でモデル化できる事象があることの理解

「タテ」の関係

「ヨコ」の関係
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